
「
第
十
四
回
萩
原
朔
太
郎
賞
」

の
選
考
委
員
会
を
九
月
五
日
、
市

役
所
で
行
い
、
高
木
市
長
が
結
果

を
記
者
発
表
し
ま
し
た
。
選
考
委

員
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
市
民
の

皆
さ
ん
に
身
近
な
賞
と
す
る
た
め
、

選
考
委
員
五
人
が
本
市
に
集
ま
り

受
賞
作
品
を
選
出
。
最
終
候
補
作

品
六
点
の
中
か
ら
、
松
本
圭
二
さ

ん
の
詩
集
『
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
』

が
栄
え
あ
る
朔
太
郎
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。
最
終
選
考
に
残
っ
て
い

た
候
補
者
・
作
品
名
・
出
版
社
と

選
考
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

□
最
終
候
補
者
と
作
品
（
五
十
音

順
）井

川
博
年
『
幸
福
』（
思
潮
社
）、

川
口
晴
美
『
や
わ
ら
か
い
檻
』（
書

肆
山
田
）、
小
長
谷
清
実
『
わ
が
友
、

泥
ん
人
』（
書
肆
山
田
）、
高
谷
和
幸

『
回
転
子
』（
思
潮
社
）、
辻
井
喬
『
鷲

が
い
て
』（
思
潮
社
）、
松
本
圭
二

『
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
』（「
重
力
」
編

集
会
議
）。

□
５
人
の
選
考
委
員
（
五
十
音
順
）

入
沢
康
夫
（
詩
人
、
仏
文
学
者
、

評
論
家
）、
清
水
哲
男
（
詩
人
、
評

論
家
）、
白
石
か
ず
こ
（
詩
人
）、

高
橋
源
一
郎
（
作
家
、
評
論
家
）、

司
修
（
画
家
、
作
家
）。

広報まえばし　平成１８年１０月１日号　２

詩集「アストロノート」

「
第
十
四
回
萩
原
朔
太
郎
賞
」
は
、
松
本
圭
二
さ
ん
の
「
ア
ス
ト
ロ
ノ

ー
ト
」
に
決
定
―
―
。
九
月
五
日
に
行
っ
た
選
考
委
員
会
で
、
最
終
選
考
に

残
っ
て
い
た
六
点
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
同
日
記
者
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
松
本
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
、
喜
び
の
言
葉
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
賞
の
贈
呈
式
と
記
念
講
演
な
ど
の
催
し
は
、
十
月
二
十

八
日
（土）
に
前
橋
文
学
館
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
文
化
政
策
課
蕁
８
９
０
―
６
５
２
２
へ
。

選考結果を記者発表

第
14
回
萩
原
朔
太
郎
賞
決
ま
る

昭
和
四
十
年
、
三
重
県
四
日
市

市
生
ま
れ
。
三
重
海
星
高
卒
業
、

早
稲
田
大
第
一
文
学
部
中
退
。
詩

人
。
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

（
フ
ィ
ル
ム
保
存
の
専
門
家
）。
福

岡
市
在
住
。
平
成
十
四
年
『
重
力

０
１
』（「
重
力
」
編
集
会
議
）
お
よ

び
平
成
十
五
年
『
重
力
０
２
』（「
重

力
」
編
集
会
議
）
に
編
集
委
員
と

し
て
参
加
。
平
成
十
五
年
『
ポ
エ

ム
の
虎
』（
海
鳥
社
）
を
共
同
編
集
。

ま
た
平
成
五
年
『
男
子
高
生
の
た

め
の
文
章
図
鑑
』（
筑
摩
書
房
）
に

『
ロ
ン
グ
・
リ
リ
イ
フ
』
一
編
を

収
録
。

主
な
著
作
は
平
成
四
年
詩
集『
ロ

ン
グ
・
リ
リ
イ
フ
』（
七
月
堂
）、
平

成
七
年
『
詩
集
』（
七
月
堂
）、
平
成

八
年
『
詩
集
未
製
本
普
及
版
』（
ア

テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
文
化
セ
ン
タ
ー
）、

平
成
十
三
年
『
詩
篇
ア
マ
ー
タ
イ

ム
』（
思
潮
社
）、
平
成
十
三
年
『
詩

集
工
都
』（
七
月
堂
）。

今
回
の
受
賞
を
一
番
喜
ん
で
い

る
の
は
、
き
っ
と
母
だ
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
母
は
、
こ

の
五
月
に
白
血
病
で
逝
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
母
の
ひ
つ

ぎ
に
、『
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
』
を
含

む
自
分
の
四
冊
の
詩
集
を
入
れ
て
、

一
緒
に
火
葬
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
く
て
、
生
前
の
母
に
は

一
冊
も
贈
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
っ
そ
り
買
っ

て
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
た
ぶ

ん
、
今
は
天
国
で
読
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

天
国
か
ら
、
萩
原
朔
太
郎
賞
を
く

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
母
が
、

褒
め
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

リ
ビ
ン
グ
で
は
、
二
人
の
子
ど

も
が
、「
百
万
円
」
と
は
し
ゃ
い
で

い
ま
す
。
妻
は
「
ほ
っ
と
し
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
自
分
の
四
冊
の

詩
集
よ
り
、
こ
の
四
人
家
族
の
方

が
よ
っ
ぽ
ど
大
切
で
、
誇
ら
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

い
い
と
き
に
い
い
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

３ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

贈呈式と記念講演を
開催します。なお、駐
車券は配布しません。
日時＝10月28日貍午後
１時30分　会場＝前橋
文学館　対象＝一般、
先着80人　内容＝選考
経過の説明や賞の贈呈、
松本圭二さんの記念講
演、マンドリンとギタ
ーの二重奏など　申し
込み＝10月10日貂～25
日貉に文化政策課蕁
890-6522へ

受賞した松本圭二さん

10月28日に
記念講演など


